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特集

働く力は、地域の力
　妹背牛商工会では、長年にわたり職務に精励し、地域社会の発展に貢献
した方々を「優良従業員」として表彰しています。 
　今年度は町内の８事業所から 13 人が受賞されました。このうち、町内
に住む４人の働く現場を訪れ、その輝く姿をご紹介します。

勤続５年
青木建設 株式会社　中川　幸司さん

　

青
木
建
設
に
転
職
し
て
５
年
目
の
中
川
幸
司
さ
ん

は
、
30
年
近
く
農
業
土
木
の
お
仕
事
を
続
け
る
ベ

テ
ラ
ン
従
業
員
で
す
。
11
月
４
日
は
、
農
作
物
の

収
穫
を
終
え
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
近
く
で
、
排

水
路
を
敷
設
し
て
い
ま
し
た
。

　

慣
れ
た
手
つ
き
で
補
修
作
業
を
す
る
中
川
さ
ん

の
仕
事
ぶ
り
に
、
若
手
従
業
員
は
「
仕
事
が
早
く

て
丁
寧
」
と
感
心
し
た
様
子
。
周
囲
か
ら
の
信
頼

も
厚
い
中
川
さ
ん
は
「
基
幹
産
業
を
守
る
大
切
な

仕
事
」
と
胸
を
張
り
ま
す
。
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勤続 10 年
有限会社 髙橋商店　下村　航さん

　

妹
背
牛
町
を
は
じ
め
、
北
空
知
管
内
の
営
業
エ
リ

ア
で
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
を
走
ら
せ
る
の
は
、
髙
橋
商

店
の
下
村
航
さ
ん
。
燃
料
の
配
送
や
ガ
ス
の
供
給
が

主
な
仕
事
で
、
夏
場
は
ス
ト
ー
ブ
の
分
解
掃
除
と
設

置
・
取
り
替
え
作
業
も
行
い
ま
す
。

　

住
民
の
生
活
を
支
え
る
仕
事
に
つ
い
て
、「
重
責

を
感
じ
な
が
ら
も
、
も
う
10
年
が
経
つ
ん
だ
と
い
う

思
い
で
無
事
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と

振
り
返
る
下
村
さ
ん
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
不
備

が
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
き
ま
す
」
と
の
言
葉
に
責

任
感
が
に
じ
み
ま
す
。

勤続 10 年
妹背牛運輸 有限会社　窪田　憲子さん

　

妹
背
牛
運
輸
で
働
く
窪
田
憲
子
さ
ん
は
、
協
力
会

社
・
ホ
ク
レ
ン
包
材
の
紙
袋
工
場
の
製
造
ラ
イ
ン
に

立
ち
ま
す
。

　

お
米
や
粉
乳
な
ど
を
入
れ
る
袋
を
製
造
す
る
４
工

程
の
う
ち
、
窪
田
さ
ん
は
「
印
刷
機
」「
製
袋
機
」

に
続
く「
シ
ー
ル
ミ
シ
ン
機
」を
扱
う
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
担
当
。
袋
の
底
の
部
分
を
糸
で
縫
っ
た
製
品
を
次

の
検
査
員
に
送
り
ま
す
。

　

初
め
て
の
人
に
機
械
の
操
作
を
教
え
た
り
、
反
対

に
整
備
に
つ
い
て
教
わ
っ
た
り
す
る
職
場
環
境
に
、

「
人
と
ふ
れ
合
い
な
が
ら
、
学
べ
る
こ
の
仕
事
が
好

き
で
す
ね
」
と
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
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勤続 5 年
有限会社 妹背牛振興公社 妹背牛温泉ペペル　祐川　慎一さん

　

妹
背
牛
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
退
任
後
、
妹

背
牛
振
興
公
社
で
働
く
祐
川
慎
一
さ
ん
は
、
妹
背
牛

温
泉
ペ
ペ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
味
処
米
里
」
の
ホ
ー

ル
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

　

調
理
補
助
の
ほ
か
、
週
替
わ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
表
を

作
成
す
る
な
ど
、
料
理
の
お
い
し
さ
を
視
覚
的
に
伝

え
る
業
務
に
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

妹
背
牛
町
に
移
り
住
ん
で
９
年
目
。「
温
か
く
迎

え
入
れ
て
く
れ
た
町
の
た
め
に
も
、
温
泉
や
レ
ス
ト

ラ
ン
を
利
用
し
て
く
れ
る
お
客
様
の
声
を
聞
い
て
、

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

令和 7 年度の受賞者の皆様
　　　　（紹介した４人を除く）

林　静雄さん【資源サービス 株式会社】

40 年勤続40 年勤続

加藤　純子さん【北空知自動車整備事業協同組合】
15 年勤続15 年勤続

10 年勤続10 年勤続
竹村　洸平さん【北空知自動車整備事業協同組合】

5 年勤続5 年勤続
中川　雄輝さん【青木建設 株式会社】
尾谷　則昭さん【青木建設 株式会社】
森下　義和さん【妹背牛運輸 有限会社】
八巻　美春さん【妹背牛運輸 有限会社】
田沢　久志さん【株式会社 夏井坂組】
関藤　美華さん【三共ハイヤー 有限会社】

　

優
良
従
業
員
表
彰
式
は
、
従
業
員
の
勤
労
意
欲
の

向
上
と
業
務
能
率
の
増
進
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

勤
続
５
年
ご
と
に
表
彰
す
る
「
勤
続
表
彰
」
や
従

業
員
の
模
範
と
な
る
「
模
範
表
彰
」
な
ど
３
区
分
に

分
か
れ
て
お
り
、
平
成
20
年
以
降
、
延
べ
４
３
９
人

が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
表
彰
式
は
11
月
７
日
に
ペ
ペ
ル
で
開
催
。

商
工
会
の
木
山
卓
己
会
長
が
受
賞
者
に
表
彰
状
を
手

渡
し
た
後
、
来
賓
の
滝
本
昇
司
町
長
が
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
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※順不同、年齢は表彰当時

髙橋 靖了 さん
                  （86 歳）

産業経済

　町内唯一の写真館を営み
ながら、通算 36 年にわたり
商工会役員として商工振興
に尽力。

本年度の公益・自治功労者に選ばれた６人の皆様

妹背牛町妹背牛町功労者表彰功労者表彰
公 益 功 労

自 治 功 労

森川 英志 さん
                  （76 歳）

産業経済

　会社代表の傍ら、長年に
わたり商工会と深川地方法
人会妹背牛支部の役員を歴
任し、商工振興に尽力。

田中 美幸 さん
                  （72 歳）

寄付

　地域諸施策を遂行する
ため、本町に寄付。

髙橋 弘 さん
            （85 歳）

寄付

　老人福祉諸施策を遂行
するため、本町に寄付。

故・田中 一典 さん
                 （享年 68 歳）

町長
町議会議員

　平成 21 年 11 月から妹背
牛町議会議員、同 29 年 12
月からは妹背牛町長として、
町政の振興発展に尽力。

前田 靖 さん
            （65 歳）

　 平 成 20 年 10 月 か ら 16
年間にわたり、教育委員会
委員として地方自治の振興
に貢献。

教育委員会委員

妻・美幸さん

5
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フフォトココーナー

　

町
内
の
そ
ば
打
ち
愛
好
者
で
つ
く

る「
手
打
ち
そ
ば
倶
楽
部
も
せ
う
し
」

は
10
月
19
日
、
わ
か
ち
愛
も
せ
う
し

ひ
ろ
ば
で
「
令
和
７
年 

収
穫
感
謝

祭 

新
そ
ば
新
米
食
べ
よ
う
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
打
ち
た
て
の
新
そ
ば

や
新
米
を
握
っ
た
お
に
ぎ
り
を
販

売
。
秋
の
味
覚
を
楽
し
も
う
と
、
大

勢
の
人
た
ち
が
長
い
列
を
つ
く
り
、

風
味
豊
か
な
そ
ば
に
舌
鼓
を
打
ち
ま

し
た
。

　

ま
た
、
そ
ば
打
ち
の
実
演
も
来
場

者
の
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

新そば・新米に舌鼓　収穫感謝祭

新
そ
ば
を
求
め
て
、
大
勢
の
人
た
ち
で

に
ぎ
わ
う
会
場

　

深
川
西
高
吹
奏
楽
局
の
局
員
で
、

妹
背
牛
に
住
む
高
校
生
２
人
が
10
月

27
日
、
町
役
場
を
訪
問
し
、
滝
本
昇

司
町
長
ら
に
全
国
大
会
に
向
け
た
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。　
　

　

２
人
は
、
３
年
生
の
佐
藤
麻
緒
さ

ん
と
２
年
生
の
下
郷
新
菜
さ
ん
で
、

と
も
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
担
当
。

　
「
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全

国
大
会
」（
11
月
３
日
、
東
京
）
が

開
か
れ
る
の
を
前
に
、
２
人
は
「
い

い
演
奏
を
し
て
、
支
え
て
く
れ
た
人

に
恩
返
し
が
し
た
い
で
す
」な
ど
と
、

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

吹奏楽で全国へ 高校生が抱負

全
国
大
会
に
向
け
た
抱
負
を
述
べ
る
、

下
郷
さ
ん
（
左
）
と
佐
藤
さ
ん

　

認
定
こ
ど
も
園
妹
背
牛
保
育
所
は

11
月
４
日
、恒
例
の
収
穫
祭
を
開
き
、

年
長
児
11
人
が
自
分
た
ち
で
植
え
た

野
菜
を
使
っ
た
ピ
ザ
を
お
い
し
そ
う

に
味
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
畑
作
業
に
協
力
し
た

株
式
会
社
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
ク
ラ

ブ
雪
月
花
」
の
農
業
者
３
人
を
収
穫

祭
に
招
待
。
園
児
た
ち
が
一
生
懸
命

に
生
地
を
練
っ
た
り
、
具
を
乗
せ
た

り
し
た
ピ
ザ
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

食
事
中
は
会
話
を
楽
し
む
笑
い
声

が
広
が
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

園児が植えた野菜のピザで収穫祭

ピ
ザ
を
味
わ
い
な
が
ら
、
会
話
を
弾
ま

せ
る
園
児
と
農
業
者

　

妹
背
牛
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

10
月
23
日
、
町
民
会
館
で
カ
ラ
オ
ケ

大
会
を
開
き
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た

男
女
15
人
が
自
慢
の
の
ど
を
響
か
せ

ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
健
康
の
維

持
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
今
年

で
３
回
目
。
審
査
員
を
含
め
て
約

１
５
０
人
が
集
ま
っ
た
会
場
は
終

始
、
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

マ
イ
ク
を
握
っ
た
出
場
者
た
ち
は

昭
和
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
中
心
に
自
慢
の

歌
声
を
披
露
。
採
点
結
果
に
会
場
は

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

カラオケで健康維持　自慢の歌声

カ
ラ
オ
ケ
の
採
点
結
果
で
盛
り
上
が
り

を
見
せ
る
会
場
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フフォトココーナー

　

妹
背
牛
商
工
会
サ
ー
ビ
ス
業
部
会

は
10
月
25
日
、
町
民
会
館
で
「
お
客

様
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
き
、
深

川
市
内
で
ラ
イ
ブ
バ
ー
を
営
む
岩
崎

雄
一
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

岩
崎
さ
ん
は
深
川
近
郊
で
ラ
イ
ブ

活
動
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
作
詞
作

曲
も
手
が
け
る
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
。

　

こ
の
日
も
、
温
も
り
の
あ
る
ギ

タ
ー
の
音
色
と
と
も
に
優
し
い
歌
声

を
響
か
せ
、
大
勢
の
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

お客様謝恩パーティー 今年も盛況

歌
と
ギ
タ
ー
で
会
場
を
盛
り
上
げ
る

岩
崎
さ
ん

　

妹
背
牛
町
と
近
隣
市
町
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
員
を
対
象
に
し
た
交
流
会

が
10
月
26
日
、
町
総
合
体
育
館
で
開

か
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

異
な
る
少
年
団
の
交
流
を
目
的
に

開
催
し
、
野
球
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な

ど
の
各
団
体
か
ら
約
50
人
が
参
加
。

子
ど
も
た
ち
は
ま
ず
、
市
街
地
の
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

昼
食
会
の
後
、
女
子
カ
ー
リ
ン
グ

「
フ
ォ
ル
テ
ィ
ウ
ス
」の
ト
レ
ー
ナ
ー

か
ら
体
幹
を
鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
を
教
わ
り
ま
し
た
。

各スポーツ少年団の交流会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
む
子
ど
も
た
ち

　

妹
背
牛
町
は
11
月
７
～
13
日
ま
で

の
計
５
日
間
、
町
内
11
地
区
の
各
会

場
で
町
政
懇
談
会
を
開
き
、
町
民
の

皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

主
な
議
題
は
、
非
常
時
の
電
力
を

地
域
内
で
自
給
で
き
る
「
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ド
」
を
福
祉
施
設
群
に
導
入

す
る
こ
と
に
つ
い
て
。
続
い
て
、「
防

災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
の
説

明
や
活
発
な
意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

質
疑
応
答
の
詳
細
は
、
次
号
の
広

報
も
せ
う
し
で
お
伝
え
し
ま
す
。

町政懇談会　町内 11 会場で

町
民
会
館
で
開
か
れ
た
町
政
懇
談
会

の
様
子

　

妹
背
牛
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
が
11

月
１
日
か
ら
、
今
季
の
営
業
を
開
始

し
、
シ
ー
ズ
ン
を
待
ち
わ
び
た
人
た

ち
が
氷
上
の
リ
ン
ク
で
熱
戦
を
繰
り

広
げ
て
い
ま
す
。

　

初
日
か
ら
２
日
間
は
、「
第
23

回
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル 

落
成
記
念

カ
ー
リ
ン
グ
大
会
」（
妹
背
牛
カ
ー

リ
ン
グ
協
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
の
11
チ
ー
ム
が
出
場
。

　

選
手
た
ち
は
氷
の
感
触
を
確
か
め

な
が
ら
、
仲
間
と
戦
略
を
練
り
、
優

勝
を
目
指
し
て
得
点
を
重
ね
て
い
ま

し
た
。

カーリングホール 落成記念大会

落
成
記
念
カ
ー
リ
ン
グ
大
会
で
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
る
選
手
た
ち
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情 報 ひ ろ ばひ ろ ば

除雪中の事故を防ごう！

　除雪中の事故の危険を十分に理解し、安全対策を
講じることで、事故を未然に防ぐことができます。

　《除雪中の事故防止のポイント》

・作業は家族や隣近所に声を掛けて２人以上で実施
しましょう。
・建物の周りに雪を残して雪を降ろしましょう。
・晴れの日は屋根雪が緩んでいるので、より一層の
注意をしましょう。
・はしごの固定を忘れずにしましょう。
・除雪機の雪詰まりは、必ずエンジンを切ってから
取り除きましょう。
・防寒着をしっかり着用し、こまめな休憩を取りま
しょう。
・命綱とヘルメットを着用しましょう。
・作業時には携帯電話を持ちましょう。

　《屋根からの転落》

・命綱とヘルメットを着用せずに雪下ろしをして足を滑らせ
転落する。

《屋根からの落雪》

・軒下での作業中に落雪が直撃したり、雪に埋まったりする。

《除雪機による事故》

・エンジンを停止させずに、雪詰まりを無理に取ろうとして
巻き込まれる。後退させた際に転倒し機械に引かれる。

《身体への過負荷》　

・寒い屋外での重労働による心筋梗塞などの発症。

深川消防署妹背牛支署 
　　　　　　　　　TEL0164-32-2026

　豪雪地帯の本町において、冬の除雪は切り離すことの
出来ない作業ですが、除雪中の事故によって毎年多くの
犠牲者が出ています。

除雪中の事故の主な原因４つ

令和 7 年度自衛官募集案内

資格 日本国籍を有し、採用予定月の
1 日現在 18 歳以上 33 歳未満の男女

受付期間 年間を通じて受付を行っております。

試験期日 ２月８日（日）、９日（月）
のいずれか１日

試験会場 陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）

自衛隊旭川地方協力本部 旭川地区隊 
TEL0166-55-0100・自衛官候補生

　暴風雪は、冬期において発達した低気圧が北海道付近を通過するときや、強い冬型

の気圧配置のときに発生し、猛吹雪による視界不良や吹き溜まりによる車の立ち往生

など交通障害が起きる可能性があります。

　車が立ち往生して埋もれてしまった場合には、マフラー

が雪で詰まり一酸化炭素中毒を起こしてしまう危険性が

あります。

　気象台では、暴風雪によって重大な災害が発生するお

それがあると予想した場合に「暴風雪警報」を発表し、

警戒を呼びかけています。暴風雪の被害にあわないよう

日頃から備えるとともに、気象庁ホームページや携帯電

話アプリ、テレビ、ラジオなどで雪の状況や最新の気象

情報を確認しましょう。

暴風雪への備え
【問い合わせ先】　
札幌管区気象台天気相談所
TEL（011）611-0170

リーフレットのダウンロードはこちら→

　毎年 12 月 10 日から 16 日まで、政府

は「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」を設

け、拉致問題について広報活動を実施し

ています。

　拉致問題の解決をはじめとする、北朝

鮮による人権侵害問題への関心と認識を

深めていくことが大切です。

　拉致に関する情報をお持ちの方は、ど

んな些細なことでも構いませんので、深

川警察署まで連絡をお願いします。

【問い合わせ先】　

深川警察署（TEL0164-23-0110）

拉致に関する情報提供のお願い
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情 報 ひ ろ ばひ ろ ば

　国民年金保険料の免除、納付猶予、学生納付特例を受けた方が、その後、経済的に納付が可能となった

ときに、本人の申し出により、免除や猶予された保険料の全部または一部を納付し、将来の老齢基礎年金
の年金額を増やすことができます。また、追納した保険料は社会保険料控除の対象となります。

国民年金保険料の追納制度

< 追納するメリット >

　１年間分追納すると、全額免除の期

間であれば老後の年金額が年間で約

１万円、納付猶予や学生納付特例の期

間であれば年間で約２万円増えます。

全額免除
納付猶予

学生納付特例
4 分の 3 免除 半額免除 4 分の 1 免除

H27 年度の月分 15,930 円 11,950 円 7,960 円 3,990 円

H28 年度の月分 16,600 円 12,450 円 8,300 円 4,150 円

H29 年度の月分 16,820 円 12,620 円 8,400 円 4,200 円

H30 年度の月分 16,650 円 12,480 円 8,330 円 4,160 円

R 元年度の月分 16,710 円 12,530 円 8,330 円 4,170 円

R2 年度の月分 16,820 円 12,610 円 8,350 円 4,200 円

R3 年度の月分 16,860 円 12,650 円 8,410 円 4,210 円

R4 年度の月分 16,740 円 12,550 円 8,420 円 4,190 円

R5 年度の月分 16,520 円 12,390 円 8,360 円 4,130 円

R6 年度の月分 16,980 円 12,730 円 8,490 円 4,240 円

　追納する場合の申請方法や申請書等については、日本年金機構のホームページでご確認いただくか、

砂川年金事務所（TEL0125-52-3892）にお問合せください。

3 二日酔いも飲酒運転

　車に乗る前日の深酒は絶対にダメです。翌日の予定もよ

く考えて飲酒しましょう。

4 自転車に乗っても違反です

　道路交通法が改正になり、自転車の酒気帯び運転も処罰

の対象となります。「飲んでも自転車ならいいだろう」の

時代ではありません。

妹背牛駐在所　TEL 32-2052飲酒運転をなくそう！
1 飲酒の会場に車で行かない
　基本的には飲酒をする予定の場所に車で行くのはやめま
しょう。代行を使う予定でも、混んでいたりして結局運転
する人も多くいます。
2 飲んでいる人に運転をさせない
　飲酒してる人が運転する車に乗る、車を貸す、車を運転
するつもりの人にお酒を提供することは、全て違反です。
　飲酒運転をしようとしている人、している人がいたら必
ず通報してください。

< 追納する保険料 >

　免除などが行われた期間から 10 年以内であれば追納が可能です。免除などが承認を受けた期間の翌年度から

起算して、３年度目以降に追納する場合には、当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

・追納の例：免除を受けた月が平成 2 ７年 10 月分であれば、令和 7 年 10 月末まで追納が可能です。

< 令和 7 年度中に追納する場合の保険料額 >
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「いいとこ撮り」は、広報担当者が見つけた町の
魅力やホットな話題をお届けするコーナーです。

地域おこし協力隊通信 妹背牛町に在籍する地域おこし協力隊員の
活動状況などを紹介します。
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踊
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介
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。
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介
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と
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。
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。

　

妹
背
牛
町
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
！

令
和
6
年
4
月
よ
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目
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迎
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ま
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。
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北
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見
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い
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叶
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力
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仕
事
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新
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み
た
い
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思
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。
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ベ
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。
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約
7
㍍
の
鉄
製
で
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柱
２
本
の
間
に
あ
る
看
板
の
デ
ザ

イ
ン
を
、
小
学
５
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生
か
ら
中
学

１
年
生
ま
で
の
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学
年
が
パ
ソ
コ

ン
の
編
集
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フ
ト
を
使
っ
て
分
担

し
ま
し
た
。

　

上
部
の
看
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す
る
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や
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キ
ャ
ラ
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ー
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ー
」
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ラ
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ら
い
、
目
を
引

く
デ
ザ
イ
ン
に
。
支
柱
の
間
に
あ

る
看
板
で
は
、
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ー
リ
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や
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泉
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ど
妹
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町
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ま
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た
。
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、
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る
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イ
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り
、
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ま
で

こ
だ
わ
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い
ま
す
。

子どもたちがデザイン　まちの PR 看板が完成
　

妹
背
牛
町
は
、
町
内
の
小
中
学

生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
、
ま
ち
の

P
R
看
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を
道
道
深
川
雨
竜
線
沿

い
に
設
置
し
ま
し
た
。
子
ど
も
議

会
の
提
案
が
実
現
し
た
形
で
、
か

わ
い
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
看
板
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道
ゆ
く
ド
ラ
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バ
ー
の
目
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ま
せ
て
し
ま
す
。

　

看
板
の
設
置
は
、
昨
年
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に
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か
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「
子
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も
議
会
」
で
、
当

時
の
妹
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小
学
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も
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看
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つ
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」
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提
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。

　

町
営
妹
背
牛
墓
地
の
向
か
い
に

あ
る
看
板
は
、
10
月
に
完
成
。
高

11 月 5 日に看板の設置場所を訪れ
た子どもたち。「妹背牛の魅力を広
く知ってほしい」と話しています。
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Facebook Instagram

妹背牛町 HP

広報紙のデジタル版 ( カラー )
はこちら

イベント内容 日程（祝日除） 時間 場所

ふまねっと運動講座 毎週水曜日 13:30 ～

わかち愛
もせうしひろば

ほっと茶屋
毎週金曜日

1/2 はお休み
10:00 ～

もせっこ寺子屋 1 月 8 日（木） 9:30 ～

サーキット
トレーニング

毎週木曜日 13:30 ～ 保健センター

information

広報 もせうし
2025.12月号　VOL.781 〒079-0592　北海道雨竜郡妹背牛町字妹背牛5200番地  TEL 34-8581

□ 発行　妹背牛町役場　　□ 編集　企画振興課 企画振興グループ

まちのデータ

人口　　　2,525 人　（－ 5）
男性　　　1,191 人　（－ 3）
女性　　　1,334 人　（－ 2）
世帯　　1,340 世帯　（－ 1）

11 月 1 日現在
　（　）内は前月比

12
15

1
14

イベント情報

インフォメーション

妹背牛町社会福祉協議会に寄付

・宗石 靖子 様（1 区）
故夫 宗石 悟郎 氏 死去に際して

□ 制作　GOONE

12 月 当番医院 住所・連絡先

7 日（日） 深川市立病院  担当医院
津田こどもクリニック

深川市６条６番１号
TEL22-1101

14 日（日） 深川市立病院  担当医院
深川第一病院

深川市６条６番１号
TEL22-1101

21 日（日） 深川市立病院  深川市６条６番１号
TEL22-1101

28 日（日） 深川市立病院 深川市６条６番１号
TEL22-1101

29 日（月） 深川市立病院　深川市６条６番１号
TEL22-1101

30 日（火） 深川市立病院 深川市６条６番１号
TEL22-1101

31 日（水） 深川市立病院 深川市６条６番１号
TEL22-1101

・酒井 いよ子 様（1 区）
故夫 酒井 虎男 氏 死去に際して

・本多 加代子 様（1 区）
故夫 本多 英幸 氏 死去に際して

妹背牛診療所
TEL 32-2475

休診日
第１・３・５土曜日

日・祝日

午後休診
第２・４水曜日と土曜日

12 月 18 日と 22 日は
リハビリ休み

12 月 28 日～
１月４日まで休診
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